
宇
宙
関
連
予
算
の
抜
本
的
拡
充
に
関
す
る
決
議 

   

宇
宙
の
開
発
及
び
利
用
（
以
下
、
宇
宙
開
発
）
は
、
昨
今
の
国
際
情
勢
の
変
化
や
科
学
技
術

の
進
展
に
伴
い
、
そ
の
重
要
性
が
増
大
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
研
究
開
発
を
通
じ
た
科
学
技

術
の
水
準
の
向
上
や
宇
宙
科
学
の
振
興
の
み
な
ら
ず
、
外
交
、
防
衛
、
防
災
等
を
含
め
た
我
が

国
の
総
合
的
な
安
全
保
障
や
、
我
が
国
宇
宙
産
業
の
振
興
及
び
国
際
競
争
力
の
強
化
を
目
指
し

た
国
家
戦
略
と
し
て
宇
宙
開
発
を
推
進
し
、
国
民
生
活
の
向
上
や
経
済
社
会
の
発
展
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、世
界
の
平
和
及
び
人
類
の
福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

現
在
、
科
学
技
術
の
分
野
に
お
い
て
は
、「
第
三
期
科
学
技
術
基
本
計
画
」
の
下
で
宇
宙
輸
送

シ
ス
テ
ム
及
び
海
洋
地
球
観
測
探
査
シ
ス
テ
ム
を
国
家
基
幹
技
術
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
Ｈ
―
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
本
年
９
月
の
１
３
号
機
の
打
上
げ
よ
り
民
間
に

打
上
げ
輸
送
サ
ー
ビ
ス
が
移
管
さ
れ
、
民
間
の
経
営
手
法
に
よ
る
効
率
化
や
商
業
打
上
げ
の
受

注
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
。
ま
た
、
同
機
に
よ
り
打
ち
上
げ
ら
れ
た
月
周

回
衛
星
「
か
ぐ
や
」
が
、
数
々
の
美
し
い
画
像
を
月
か
ら
送
り
、
人
々
に
夢
を
与
え
て
い
る
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
本
格
的
な
観
測
に
よ
る
科
学
的
な
成
果
に
国
際
的
に
も
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
陸
域
観
測
技
術
衛
星
「
だ
い
ち
」
に
よ
っ
て
被
災
地
の
観

測
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
我
が
国
の
宇
宙
開
発
は
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

他
方
、
米
国
、
欧
州
、
中
国
、
イ
ン
ド
等
が
国
家
戦
略
と
し
て
更
な
る
宇
宙
活
動
の
拡
大
に

し
の
ぎ
を
削
る
状
況
を
考
慮
す
る
と
、
総
合
的
な
安
全
保
障
や
宇
宙
産
業
の
振
興
等
を
含
め
た

我
が
国
と
し
て
の
総
合
的
な
国
家
戦
略
の
下
で
、
更
に
取
組
を
充
実
し
強
化
す
る
こ
と
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景
の
下
、
自
由
民
主
党
と
し
て
は
、
本
年
５
月
に
成
立
し
た
「
地

理
空
間
情
報
活
用
推
進
基
本
法
」
を
踏
ま
え
た
取
組
の
着
実
な
実
施
を
推
進
し
、
さ
ら
に
、
国

家
と
し
て
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
宇
宙
開
発
を
推
進
す
る
た
め
の
宇
宙
基
本
戦
略
の
策
定
及
び

そ
の
実
施
の
推
進
を
担
う
司
令
塔
の
確
立
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
本
年
６

月
に
「
宇
宙
基
本
法
案
」
を
国
会
に
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
既
に
、
そ
の
基
本
的
な
考
え

方
の
一
端
は
政
府
文
書
に
反
映
さ
れ
て
お
り
、「
経
済
財
政
改
革
の
基
本
方
針
２
０
０
７
（
骨
太



の
方
針
２
０
０
７
）」
に
「
宇
宙
の
利
用
・
産
業
化
の
推
進
」
が
、
ま
た
、「
平
成
二
〇
年
度
予

算
編
成
の
基
本
方
針
」
に
「
宇
宙
の
利
用
等
の
推
進
」
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。 

自
由
民
主
党
宇
宙
開
発
特
別
委
員
会
と
し
て
は
、
平
成
二
〇
年
度
は
、
こ
の
よ
う
な
総
合
的

な
宇
宙
政
策
を
策
定
・
具
体
化
す
る
重
要
な
時
期
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
左
記
の
事
項
を

は
じ
め
と
す
る
政
府
の
宇
宙
開
発
予
算
の
抜
本
的
な
拡
充
と
宇
宙
関
連
施
策
の
更
な
る
充
実
を

強
く
要
請
す
る
。 

 

記 

 

一
、
国
家
基
幹
技
術
で
あ
る
宇
宙
輸
送
シ
ス
テ
ム
及
び
災
害
監
視
・
地
球
観
測
等
の
海
洋
地

球
観
測
探
査
シ
ス
テ
ム
の
推
進 

 

一
、
Ｈ
―
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
等
の
信
頼
性
向
上
、
国
民
に
夢
と
希
望
を
与
え
る
世
界
最
高
水
準

の
宇
宙
科
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
推
進 

 

一
、
官
民
の
信
頼
関
係
の
強
化
を
図
る
た
め
に
も
、
準
天
頂
衛
星
や
Ｇ
Ｘ
ロ
ケ
ッ
ト
な
ど
、

民
間
等
と
の
連
携
に
よ
る
宇
宙
の
産
業
化
や
実
利
用
促
進
を
目
指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進 

 

一
、
外
交
・
防
衛
・
防
災
等
の
総
合
的
な
安
全
保
障
に
資
す
る
た
め
の
衛
星
測
位
・
観
測
・

情
報
通
信
技
術
を
総
合
的
に
活
用
し
た
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
機
能
の
強
化 

 

右
決
議
す
る
。 

 

平
成
十
九
年
十
二
月
十
三
日 

自
由
民
主
党
宇
宙
開
発
特
別
委
員
会 


